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お狩� atrの撞物

石狩IIIHこは、丘校、� )11、潟、そして内総;]11¥ごは紡JiiM，f.:令系さU.I!沙氏、という滋か 

fJEl然があります。 wや丘後Jt訟にはLUJ緩め総務、)Ilj会いには復i訟の総務、海岸iこは

託手設主主立粉、内総務;こは忽i告の総務がミ立iこ総生しており宅多くぶつ綴類の泌物が分布し

いることになります。

犠地の植物� 

(1) 八の;尺場混じりi代.~誌側 

IUJの北部、八の沢、 J況の沢、 2お i判 lまt草子百LlJj.訟の~~似にあたり 1 0 0 m内外の山

地!と、それに統く丘陵地域て泌す。エゾマツ、 トドマツ、カラマツミ干の人工林もあ

りますが、ほとんとはZゾイタヤ、� γナ/キ、ミズナラ、ハリギリなどの、落葉

広葉樹**で緩われた自然科ぺ=す。ヰ雲氏。>)**1'較にはフクジュソウ、カタクリ、ニワ

ンソウ、マイヅルゾウ、二氏、/よじンゴサタなど、また沢iこはミズノfショウ、ザゼン

ソウ;こ加えコニゾ/ザュウやンカot立を立がおにつきます。

怒号努ザスト� 12 1
也� 

主芸家 フクジュソワ、ネコノメゾウ、ヒトヲ:ノズ丹、アズマイチゲ、 


/ピネチドヲ、オオカメノキ、ハイイ  Fガ� γ、と� j イチゲ、


.:l.ウキンカ 1) Jエゾ�  

内 
/
U
M 



J¥ Cつ� j尺， 五 の �  J尺 言寄� i紛の縫物�  12-1 

シタ防報?


トアり科 スギ� 7


']うと H '7ラヒ


オシダド| オンタ


チャセンンタ1"1 コタふ� rノタリ


』やお子総会誇;

く総守主総物〉


マツ料 トドマツ、エヅマツ、カラマッ


イヌガ ハイイヌガヤ


くト皮子?造物〉 双子議事毒物 産i弁TE室長


クルミ科 オニクルミ


ヤナギ手、| ヱゾノノ王ッコヤ


カバノキキヰ ハンノゴ子、シラカンパ


ブナ科� ミズナラ

ウニレ3ハ/ふニレ、オ刊に� 手キ-v
タ']号ヰ ヤマグワ

イラクサ料 エゾイラク� y
タデ，j';f イヌタデ¥イシミカワ、 ミヅソノ人、 ギ、オオイタドリ、� 

エゾ/ギ、シヰぜ:〆


シコ科 J、ご]r¥


アカザき; シiコザ、アカザ

モクレン料 ホオノキ、キタコヅシ

カツラ午、j カツラ

キン j~ ウ ヒメイチゲ¥ニニ アザキイチゲ、ンソウ、1)フクジュソウ、

アズマイヂゲ、 エゾ/ザュウキンカ


センリョウ芋i とト� 1)シス、カ


マタタヒ1ヰ サルナシ
 

ケシドi LゾJ二ンブザア

ア'ブラ-H'I コンロンソウ、オオノネツヤパナ

ニLヰ/シタ科 トワアンショウマ、ネコ/メソウ、)IJウツボ、J..ゾアジサイ、

ヅ，，，アジザイ、 ずワ力、ラミ

ノミラ� 34 キンミズヒキ、ヤマブキショウマ、フ十、ニソモツケ、


ミヤマザタラ、 エゾャ� γザタラ、シウワアラ、


ナワシロイ 、ヒメワンニ人スモモ


マメ号ヰ イヌエンジュ、 ふうラサキツメケサ、シロヅメタサ、 タサブジ� 

ブr7 lコソウ宇| ゲン/ショウコ

刷工ズリノ、号、} エゾユズリハ


ミカン ~;I ¥タ¥ヅ/レシ宅、

ウ1，"，/号、; ツタウ I~ シ、ヤマウ jレシ


アラエデ科 ハウテワカエデ、ヱゾイタヤ、ベニイタヤ


モチノヰ平; ノ、ィィヌツう〆

ツゲ科 プッキソウ

ブドウきヰ ノブドウ、ヤマブト、ウ

シナ/ ンナノキ

ジンチヲウゲH ナニワ

ダミ科 トウグミ

スミレ f~ オオタチツボスミレ、ミヤマスミレ

?:/:)パナ科 メマツヨイグサ、オオマツヨイグサ

ミズキ約 ミズギ
ウコエ子、手;1 ウド、タラ/キ、ハリキ了� 1)

tリ科 オオノぞセンネュウ、� J二ゾニュウ、アマニュウ、オオハナウド¥

ドタゼザ、勺リ

く綾子滋季語〉 双子家、緩教j 合弁花綴

ツツジドl ハナ仁リ/キ

モクセイ科 ヤチダモ

ンドウ1)J"ツ/ドウ科1) 


アカネキヰ クルマパソウ

スイカズラ1"j ヱゾニワトコ、オオヌワメノキ

レンブ夕、ノウキヰ レンヅ夕、ノウ

キク科 工、'/;ヨモニド¥工、/ノコンニザ夕、ヨプスマソウ、ヨツパヒョドワ、

タンポ d~モドキ、アキタブキ、コウゾリフト、ノ、ンゴンソウ、

ミγマアキノキザンゾウ

く J露支子~，f，i 上春子3主主成物遊物〉

ニL1)科 ギョウジヤニニンニ夕、オオウ/¥.ニL1)、ホウチ� γ夕、ノウ、


カタクワ、クルマユリ、マイズルソウ、オオア� γ ドコr:J、


エンレイソウ、アfオノ〈ナノふンレイソウ


イネきヰ カモプj、ヤ、ススニ争、オギヘクザ'3シ、ヨシ、デマイザサ


サトイモ科 ミ;てパショウ、とメザゼ、ンソウ


ラン科 アケボ/ンュスラン、/ど、ネチド� 1)
 

-3-
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 河畔ぬ植物11 石狩)� 

室〉iliilD襲李総〈マタンベツIJiiiJ校総1

主11'，1'汚01 1，之さまの友洋河川護立は約，15 h誌にま3議む漆将司くドゃから約� 111

fよ「で� 3 シ係とハンノキ林、� γナキf千みなどのj可燃林で潔われている渓江主採で、泌

総の!:J'l守之1'Y守(まうふつとさ珍ると乙ろすo **長まは会i董でもユ奇数。〉ミズハ� Lノヲ

ウ抗生地として知られ、シ ズン(<1月下13] -5月上旬)ともなると委主i必疲れな

とで賑わうところです。そのほかにも待機t，r1iL1tも多く見られます。然し、平成4 

21r.{I~ Ilt経防吉宗上j邑料工事{こ{ずい、� J銀総キ誌が� 30mにわたって緩めてられ、� 

ζ 父ハシヲウ号をはじ年うその他家'*話予李総が選挙われ貴重な援物が減少していますe

(.'1'，求2まf:ミズバショウ与を挙委譲する及、総務言語上絃緩工芸事反対の設整j援護金起こる〉� 

Mt河口スト� 1 2 2 

写真 ヤナギトラノオ、�  Eズ ト ク サ、ハンノキ、ミズパン�  aウ、ザザン�  γウ、

セ� 'J、 ドクゼ')、エゾミソハギ� 

5 
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ザシタ織物問

トケ� I}れ コミヰ戸?ナ、 ミストクガ

ハ少ヤス� 1) fil エゾアユ/ハナツ子?と

ワラピFI りラピ、

オンダ字;� タサソテツ、コウヤワうど

:~fm子 hl{物〕

く被子tU14刻〉 双子議織物詩ffij下花類

ヤナギfI エゾノパッコヤナギ、ょにヅ/カワヤナギ、タチγナdド、

ネコヤナギ

カハ/今料 ハンノキ

クヅ科 プヨナム夕、ラ

イラクすきif ェゾイラクサ

タデ科 オオイヌタテ¥ミゾソパ、オオイタド� 1)、ヱソノ :/ 

ウスペニツメタサ

キン沢ウゲ料 ノ¥イキンポウゲ

アブうナ干ヰ ノリレザネヤて7n:ラシ、コンロンゾウ、オオパタネツケノ

ノ、う科 オニシモツケ、ぶゾノミツモトソウ、ノイハラ、

ナガボノシロワレそこコウ、;j;ザキシモツケ

てr エソノレン� コハナシナガワハギ、ソナガワハキ、¥iソウ、シ1)メ料

:nrブジフウロソウ手ヰ ゲン/シヲウコ、

ツザフネソウ手ヰ キツリフネ

“シ コマごムミ、 マふミ

又ミレド; オオタチツ ミレ、オオバタチツオ、スミ� iヘア ミレ

ミ/ハキf手キ ヱソミツノ、

ヒシ初 ヒシ

アコ1;ノ《コト科 メマツヨイグサ

士:リ科 オオノ¥センキュウ、ヱゾニュウ、 ト、タゼ� 1)、セ，)

主主:子機物〉 双子葉植物 合弁TE綴
ザタラソウキヰ ヤナギトラ/オ、ク吋レダマ

却でクなイ手if ヤチダ号去、.:Lゾイボタ

イモ孝三 シiコパナプうそをメ

シソ'flf ミヤマトウノイチ¥ヱゾシロニ弘、シ� 0*、ノ、ッカ、コトミキゾウ、

二Lゾイヌ

)ぇ号ヰ オオマルパ/ネ� iコシ

ゴマ);、グザ科 ヱゾタガイソウ

オオバコドl ヌ「オパ二?、ヘラ介オバコ� 

スイカズラ科 "にゾヒョウタンボ夕、エゾニニワトコ、 17ンオfタ

キク料 ノコギリソウ、エゾヨモギ、� _T_ゾノコンギ夕、エヅゴマナ、

ニLウゼンギヲ、アメリゾjセンダングザ、ヨツハヒヨドリ、

と:3ト、リパナ、タンポダモド中、オオノ、ンゴンソウ、

ハンコンソ� zフ、オオアワダデソウ、ヒメジョオン、

セイヨウタンポ求、オナそとミ

く紋子綴物〉 詩ま不透Zf議総
オモダカ料 サジオモダ力、オモダカ

ユリ科 オオウハユワ、ホウチャ夕、/ウ、タチギボウシ、ャイズルツウ、

オオノミナ/ぷンレイソウ、� I'{イケイソウ

ミズアオイヰヰ ミスアオイ

イグサキヰ イ

アγメ料 /ハナショウブ、キショウ

イネきif イツノガワヤヌ、ブコモガヤ、ススキ、タサヨシ、ヨシ、

ス;ぐメ/カタ

サトイモ草寺 ミズノてショ?、 ンゾウ、とメザゼンソウ

ミタり科� ミクワ

7lマ料 ガマ

カヤツリグザ科 オクノカンスゲ、ヤラメスゲ、オニナルコヌゲ、ウギャグラ、

フトイ、サンカクイ

F
h
v
 





12) 生擦のご子潟� 

-1'J ンペツ品川~;(ミズノぐ:/ジウ mj :jUJより J'，がWJ 1k11l 0)í"JJI19)~ で、立 2"1二'1'. 

(;j':f川 JJJIVJÎ，ltLJJ1、 ~ilUフjlO)際、 :U沙が j;J\持H 容れて IJI~とたよiγおく'Jyßj説て寸令。ま/こ紋 

'1'しか室長jめしていま'¥1んがJ 李総<.illび込まれJME030)流れや線、野ぬはどにより11

て、� M主主総務やノドttM紛がぶ{づきMiめ、今では数多くの総紛がみられます。さら� 

、カそなど〉がち寄る1)ラニド2¥込〈ハクチョウ、;ノヰj与の水11にこれに伴って1'，

ようにな勺ました。ヰバともなるとハクチョウが数十WJ号~;.jとし、人々の協を殺し

ま'¥1'てくれます。� jij守IIIJでは数少ない波り烏必然設地となっています。

ここは新しいん子災のため11M

メ iが 1 1， 1え~ "1ょには t't.j話にみられたのが、 6~ねとは探してもよもつからなくなってい

ましたο ミズγオイは平成� G"ねこは水iIii'd:-Jillめんばかりに繁足立していましたが、

?均三こは312詰えしていました。年々 、ミヨシやプjマfJ.ど多年j容が勢力をのばして� eて

います。� 1"]然はどのようにき主化するのか興味0)(1)る場所ナごす。� 

M¥誇ザスト� I 23句� 

1Jl立� tJマ、;(アオ子、七シ、サジオモダ力、ヒメガマ、オモダカ

の 
X
U 
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後 二 子;誇の機物

泌ベ子泌物:� 

:j~芸員r語日ヂ古物11双子葉法子他物〉l
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タデtI� 

j-Fンコ� 11
やンオZrアゲ手;

アヅラナ科
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アリノトウクサ科

アカノ� ¥"r料
七� IJ科
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ヤナょヂタラム¥工、ゾ/ギシギシ

ウスベニツメタザ

ノ¥1与ン必ずヅメァ、 タカ、ラ� γ

ハルグニトヤマJjラシ� 

J二、/ノミツモトソウ

エゾ/レンザソウ、シロバナシナガウハキ¥νナププワハギ、

ムラサキヅメクサ、シロツメクサ、クザアジ

エソミソハ

ヒン
ホザキノフサ司ニマ

メずヅヨイ

ドタゼ� 1)、 役り

ウネタサ科 ウキクザ

ミタワ科 ミタリ

ダて7;11' とメ� pヅマ、ぷマ

プフヤツリグザ号、i ジョ� '70 rフスゲ、� 1)Iア ゲ、オニナルコスゲ、タマカヤツ� 1)、

マツノえイ、 タピ"J~ Jノ¥1)イ、/、� 1)イ、三マノミザイ、ケトヤプfラ、

ホタ I~ イ、ブトイ、カン)/1ノイ、 1) ンカクイ、ノぞうふシ Iコスゲ

く?ま二子絞殺1> 双子三室波紋

サアラソウ

アワ

シソ科

/ハグ tr科

オオノ〈コ手ヰ

キク科

ヤナヰゴトラ/オ

ミズノ、ニコベ

ン� oネ、ハッカ

オオアヅノメ、アゼナ、エゾノカワジシャ

ヘラオオパニコ

エゾヨモギ、アメリカゼンダンタサ、タウコ川

ニゾノキツネアザミ、{;イヨウトゲアザミ、タカアサ之、

とメムカシ� 5ヨヰラゴド¥ザワビヨ� iごう、ニダウチチチコグ守、

キクイモ、オ子ヂノ、ンニプンゾウ、セイタカア� Fフダチソウ、

オオアゥダデゾウ、ビメジョオン

ぐ綾子事長約〉 滋子主義主主総

オぞダプ/干1 ヘラオモダカ、 サジオょせダブフ、オモダカ

ヒ/しふ� γEこ1'ヰ1 ニどそ

ミズアオイ手ヰ ミズアオイ

アヤメ料 キショウブ

イグサ料 ヒメコウガイ ショウ、イ、タチコウガイゼキショウ、

コウガイゼキショウ、タヤイ

イネ草寺 コヌカグナ子、エゾヌ� lJti、ハイコヌカグサ、カズ}::J今、

イヌど」工、エゾ/ザヤヌカタ'"'}、クサヨシ、オオアワブブニこリ、

三ヨシ、キンエ/こJO、� 
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J母 め植物� 

(1) :(ミ伶JII;可口地i或� 

(il守IIIMI…1¥ζ灯台点、あります時。� I予1t{125'11こ訟でられたといいまずから¥もう

かれこれ� 10 0 "I'.y)ょにもなります。そめ� 10 0計'f総こ、灯台からず己;こもう，'，*，'J5 0 

与 III 、以 (J~{~ 1 300 11l0)!乙� f;がは1討にました。鎖的の� !ltllJ iljHがlf1153" 三然IIIJIド、

れて8望zi人手とおき;一ぷくぷJ主義ii工、iiJdj8，にお1出jぬ!波tt保議条例により、ぬれぷ物� 

きましたので、1.11だとして災院のため、必のさlでは少なくなっているハマボウフ

ウの大itl'孫らみられますのちだのハマナスのsIJ:IEのi:fHこは、波紋っぱい呑が;添い

ます。イソスミレやハマハデザオ、ハマエンドウ、ハマヒルプi泳、� 7;ワラマツノ久

エヅカワラナデシコ、ウンランなどの海浜泌物が� 9 J]~実家寸?次々に:f Eおきます。

立大、鈴IIJ80)LI'NJこ、年々党総{じしてはきましたが、ぞウセンゴケなどが己主える

刻々 Jtilがあり、とりわけ、� 7fjの/ハナシぉウフーの;!??壌は見事です。また、海浜泌

物〈う{京滋J政l芸を除く� i設j淡を'T'.I或3'ドiおこハマナスの丘公l認とし、そ� 333史年'1ィジ

タ…センターがオ…ヅ/しました。� 

h品物')スト� 12 " 

リ災� '1メラン、ハマエンドゥ、そ'/-l!ンゴケ、ハマヒル tiオ、ハマナス、

ヱプリンド'/、ハマポ� 1フフウ、イソスミレ、コウボウムギ�  
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く綾子f遺物> 双子議機後i 合弁花類

:シグ鐙物j

トヴ� "tl4
ノ、ナヤスリヰヰ

オシタ干↓� 

:手主子怪物;

く敏子巡幸努〉� 

'J)しミ� {il
ヤナギ科

カパノキ科


タデ科


ナデ� γ コ科

7'-}Jザゴ科

キンポウゲ草寺

スイレン科

オトギリソウ科

モウセンコケ宇|

アブうす不|

ノ〈うF4 

マメ科� 

ふシキギ科

ヅドウ科

グミ科

スミレ干}

ミソハギ科

アtJノくナ草寺

アリ/トウグザキ4 
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ア
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ア

物

ゴ

コ

ゴ

スヰナ、 トクサ

ヱソοブ二l.Jノ、ナワラビ

コウヤワラビ、ヒメシ� 

書量子HE美喜
;ぞニ ;;~A ミ

ヱゾヤマナラシ、t;イヨウハコヤナキ了、イヌニJリヤナギ、

こ3リヤナギ、エソ/カワヤナヰヘタチヤナギ

ケヤマハンノキ、ハンノキ、シラカンパ

、1)イヌタ子、サナエタダ、ハイミチヤナギ、フ「会イタド

上ニメスイノ王、 エゾ/ニ下、シニドシ

ぶゾカワラナ子eシごJ，フすオヤマフスマ、 ムシトザ シコ、

ノ¥こJr¥

シoザ、オカヒジキ

アキカラマヅ� 

tニツジグサ

トギリソウ、 ミズオト

そウセンコケ

ハマハタザオ、ハルザキヤナガラシ

;オニニシモツケ、エゾ/ミツゃトゾウ、ハマナス、

ウゾ� iコイチゴf、ナアf;l{Jゾロワレモコウ

イタチハギ、ノ、マエンドウ、ふゾ/レンワソウ、 メドノ¥

ミヤコグち¥シナガワノ、ニ炉、ノ、リエンジュ、

タヂオランダゲンゲ、ムライナギツメケサ、ンロツメタサ

オふツルウメモドキ、コマJユミ

ノヅドウ、ヤマブドウ

ア本グミ

イソスミレミヅギスミレ

J ミソハギまぬ

メマツ� 3イグサ、オオマツヨイグサ

アワ/子ウグサ

ザタラソウ科 クザレ:ダマ

モテセイ科 イポタノキ

リンドウ科 ニιゾリンドウ� 

jlt/イモ科 シ iコノ fチカモメズ!~

アカネ手ヰ ネゾノミ� /3ヅノミムグラ、 カツラマツノ〈、」丈、/Jプうっそラマツノ¥

アカネふグラ

じんが;t科� ハマヒ� J，̂"� Tァザ

γ ゾ終 シ0;与、ヒメソロネ、� J二ゾンロオ工、 ゴ、ゾナミキナミキソウ、

イヌニプマ、ぷゾイヌゴマ

ナス科� オオマ� j ノホロシfレノ

J; ¥グ勺科 ウンマラン

スイ� jJズラ科 キンヂンヰミタ

ョウ号ヰ サゥヰグキ� 3ウ

タ終 /ニ3ωザワソウ、セイヨウ/:コギワゾウ、ハマオトコ三ヨモ

ヱゾ� 3号をキ:¥スウゼン午、夕、アメリ� 1.1"1旨ンダングサ、

ブランスニド夕、タカアザミ、ヒメムカシヨモギ、ヒヨドリノてナ、

コウリンタンポポ、ヤナギタンポポ、タンポポモドキ、

オグルマ、� J]センソウ、ハマニニ;ちl:介、アキノ/ゲγ、

アキタブギ、 トノ戸、チゾヤ、コウゾリフヘノ;f，:pギ夕、

セイタカアワ夕、デソウ、オオアワダチソウ、アキ/キ'!ン、/ウ、

ノ、チ� 93ウコト、/ゲシ、とメジオン、ふゾタンポオ号、

セイヨウタンポボ、イガオナモミ

く核三F{j波紋〉 や子葉?造物

ニL'!料 タチギボウシ、オニユリ、ユゾスカシスリ、 ヒメイズイ

アヤメヰキ ノハナショウヅ、キソョウプ

イグサ科 イ、タチコウグイゼキショウ、タザイ、とうイ、スズメ/ヤリ

イネ科 シノぐムキム、コヌカグサ、エゾヌカヰイ、スズメ/テッボウ、

ノ¥J，"ガヤ、:コブナグザ、ヤマアワ、イヴ/ガラヤス、カモガヤ、

キメ� Eニシパ、タイ� Jとよコ二、ハマ」ニンニ夕、

とひノ、ウシ/ノ'r;;'号、ウシ/ケグガ¥ごコウ ウ、ホソムギ、

オギ、ススキ、ヌマァザャ、タサヨシ、� 3シ、 ヌマイチゴツナギ、

ナガノ¥グサ、スズメノカタどラ、キンJ‘ノコ口、 エノコロ



/;ヤ yリクリ科 チャシノ、スゲ、コウボウムキ、ヒカゲスゲ、ヤラメスゲ¥

ゴウソ、コウボウシノベオオカサスゲ、オニブルコスゲ、

ヒメクク¥クロミノハリイ、フトイ、アブラガヤ

フ ノ 科 ケゲヌマラン、ネジハブ 

η
、υ 





(2) 石狩砂丘

主主手えのぎIjJilからimi号:浜*て'Cう、幸吉之さ� 1¥1誌にもおよぶ紗役4こはくで;狩ぶ託金ゃ滋

るなる火線機え突然s寺、i1もてはいます会今、l言語などで\;IJ磁石~ ijJ主総Jj立とこカシr;i

i1，jJ;ぇ十本くれ 500~~G 号 o 111) が絞いています。泌4こ K~íUî.におJ12442を右足?析してい

る Jt.:::線滋協会、ら 1述、Ií:~観察すると、話ij~閣の第…砂丘;には、コウボウムキ了、ハγ

ニンニア� R下清号、政;いヤハマナス、ハマエンドウ� liHiit，cど、小高い第二1i:J;悩;のfJtz

は地を辺うようはlJシワが、内陸部iこ??くに従い、次第に高さを増しながら広が

り、それにらにゾイタヤ、アズキナシ、ハリギワなど務1iZぶJ主総合く交ざり� 1JOわっ1ど

いく棟予がTI二段るようにわかります� iJンワ十本のJ依然iこは二ζゾチドぜなo 

な4ifif徽も綴られまッ。

主主-e袈移iキ自然j:こより出米大泌がおります。'rlifll採こ、?弘、Q)ilelQ):)く努潟村Irrお� 

誌は君主わゥでさではいますが、ヒメプfマやジ設ウロウスゲ、タヌキそなど珍しい

もI(物がみられまヲ。

ト品物リスト� 12-5 


~}. J!A '7キノヰザンソウ、£ヅノ  tJワラマツパ、エヅ主力シユ守、 


ょにヅカワラナヂシコ、アキグミ、オカヒジ争、�  J宏、ゾチ� F守、カシワ



1守珍 去 の 核 物 �  12-5 

:シダ泌物j

トタザ科 ス

ワラど科� ワラビ

[f電子!;l'¥'f:持?

く i政子十高級〉 双子葉+造物 議長ヲ?と1E類


ヤナギ1"1 ンド� D、二Lゾノパッコヤナギ、イヌコワヤナキ:¥オ/ふヤ


ヅナ科 ミズナラ、カシヴ


タデn オオイタドワ、スイバ、ヒメスイノペナガノ〈ギシギシ、


ヱソノギシシ 


ナデシコ手ヰ ヱゾカワラナデシコ、アfpfヤてずブスマ


アカザ草寺 シ:コ十人オカヒジキ


スイレン平等 ヒツジグーナ


ボタン宇| ヤマンャタヤタ


アブラナ料 ハマハタザ王子、ハルザキヤマガラシ


ノ� J予約 ハマナス、ナウシロイチ:コ¥アズキナン


マメ等専 イタチハギ、ハマゴ..ノドウ、エゾ/レンリ、/ウ、イヌエンジュ、

シフトガワハギ、ハリふンジュ、タチオランクずゲンゲ、

ムラザキツメクサ、シロツメクサ、タサフジ、ヒ七コノ¥7ザアジ

カエデキヰ .1:.ゾイタ


ニンヰトヰゴ科 “ヅ� 1l-ウメモドキ、:コマユミ、 γユミ


トウ f~ ) :プドウ、ヤマブドウ
 

7ζ γキグミ


スえレ草寺 イゾスミレ

ドノハヰ:終 エ、/ミソノ、キf


アカパナキ寺 メγツ'3.{ダサ、オオマツ� 3イグサ


内コキTI ハリキ、ワ


セ� IJlヰ ホタ� jレサイコ、ハマボウアウ


く被子主義務〉 双子築主毒物 合弁花類


サクラソウ科 タサレタマ


ノ、イノキ卒、} ザ'7フタギ


モタ七イ科 ミヤマイボタ


アカネ科 エゾノカワラマツノベ


ヒ}l-ガオ弓ヰ ノ、マヒ}[，;1]';ぞ


シソ 官、ゾシロコ匹、ナミキソウ


ナス科 オオマ}[，ノ¥J;f;口シ


ゴマノハグザ料 ウンラン、ミヤ� γママコナ、エ.ゾ}[，リトラノオ
 

タヌキモ科 タヌキモ

オオバコ料� オオバニ3、ヘラオオパコ

;1スイカズラ干 キンヰゴンヰミ夕、 ミヤマガマズミ

キタ科 ノコギリソウ、セイヨウノコニザリゾウ、オト::3'3モギ¥

ょにゾヨモギ、ニネウダンギ夕、アメリカセンダングサ、

フランスキ;、夕、ヒメムカシヨモニヤ\ヤナギタン~;f号、

タンポ� ;jぞモドキ、オグ11--γ、カセンソウ、ハマニヌfナ、
アヰω/ノゲシ、アキタヅキ、 トゲチシャ、:コウゾリナ、

) ;j{ロギ夕、令イタカアワダチソウ、オホアウタチソウ、

アキノキリンソウ、ノ、チジョウナ、/ゲシ、ヒメジオン、

エゾテンポ;j号、セイヨウタンポ夕、イメfオナモミ

<被;子機物〉 主幹二子3謀総物
オモダMヰ サジオモダ力、オモダカ

ユリ科 タチギボウシ、;tニニユリ、コニゾスカシニエ� IJ、とメイズイ

アヤメ料 ノハナショウコヘキショウ

イグサきヰ イ、タチコウププイゼキシ� aウ、アガイ、� kライ、;ミスーメノヤ� 1)

イネ終� γノぐムム子、コヌカグサ、ょにゾヌカボ、スズメノテ、ノポウ、

ノ¥jレガヤ、ヤマア� rJ、カモガヤ、ハマ二二ンニ夕、

ヒロハウシ/ケグザ、ウシノケグサ、コウボウ、オヰゴ、ススキ、

チガヤ、ヨシ、ナプfノ、グサ、スズメノカタどう?、やンエ/コ口、

エノコ[コ

カヤツザグリ件、i ジ3ウEコウスイ子、チャシノイスケ¥コウボウムオ二、ヤラメスゲ、

こ3ぐ/;ぶウシノ玉、フトイ、カンガレイ、サ:ノカクイ、アブラガヤ

ラン科 アオチドザ、コ二 ド1)、ネジノ付“
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